
診調組 D－3  
21．10．26  

新たな機能評価係数に係る特別  

■調査対象期間こ平成21年7月2丁日～8月2日の7日間   

■調査対象施設  
内訳   施設数   備考   

調査票配布   1，616  

調査票・回収   1，608  

未提出   8  （うち、3施設は調査票配布後にDPC準備病院を辞退）   

■今回二の集計対象施設内訳  
訝査票が回収された施設のうち、ヰ成21年度DPC準備病院を除いた、平成21年了月  
時点でのDPC対象病院ならびにDPC準備病院とする。  

集計用分類   施設数   
平成15年度DPC対象病院   81   

平成16年度DPC対象病院   62   

平成18年度DPC対象病院   215   

平成20年度DPC対象病院   356   
平成21年度DPC対象病院   567   
平成18年度D．PC準備病院   10   

平成19年度DPC準備病院   119   

平成20年度DPC準備病院   134   

合  計   1，544  



箱ひげ図の見方  

救急医療の提供体制   

1  
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医療計画における役割  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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初期救急  
h＝52）  

二次救急    三次救急  その他  
（rFl，2咄、  （lF23¢  （∩ニ8カ   

医療計習における役割  

ニ次救急    三次救急  その他▼  
（n＝1ヱ叩）  （『受30）  囲   

医！書什l司における投書l 

初期救急  
（n＝52）  

※  

1救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月－12月退院患者調査データより集計した。  
2 問1の救急医療提供体制を複数選択した施設については、上位の提供体制を用いて集計した。  

（例：初期救急と二次救急を選択した施設は、二次救急とする。）  

救急医療の提供日数  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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毎日提供 l奏者日  輪蓄日  Ii昔日  救急医療  その他  
h可．27ユ） のみ（1DIヨ のみ（5日 のみ（5日 提供体制 （n＝82）  

以上）  －10日  未満）   なし  
h＝52）  未満） （n＝55） （∩＝13）  

（n＝5Q） 

救急医瘍の捷供日数  

毎日】是供 輪番日  輪春日  輪昔日 救急医癒  その他  
（∩＝1，273）のみ（10日 のみ（5日 のみ（5日 提供体制 （n＝8か  

以上）  －10日  未満）  なし  
く∩＝5カ   未満） （n＝55） （n＝13）  

（n＝50）  

救急医療の提供日数  

；宅  

1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療の提供日数は、平成21年7月における体制をもとに集計した。  
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救急医療従事者（医師）  

1，DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  

（人）  

2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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数亀鑑瘍蔵■者（医師）  

l  

（n＝769）  （扁9） h）（『。）  
救急医療従事者（医師）   

Ⅳ  Ⅴ  
（n＝5）   （ll＝24）  

※  
1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月－12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  

Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1～2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅲ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。  
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救急医療従事者（看護師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  

（人）  

2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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（ （『，）  
数息匡】嚢従事者（雷護師）  

Ⅰ  
（n＝l．179）  

Ⅰ  
（n＝1．179）  （n）（。，）（）   

救急医療従事者（書喜1師）  

※  
1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。／  

Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1～2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。  
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救急医療従事者（薬剤師）  

2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  

（人）  

別
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0  

Ⅰ  Ⅱ  Ⅱ  Ⅳ  
（rIく1別）  （n＝117〉   （lI＝引側  （▼l＝328）  

救急眉■淋毒（薬剤師）  

Ⅰ  Ⅱ  Ⅱ  】y  V  
掩1）   kllT）  （n＝61刃   （戚28）   k13ヰ）  

救急医♯従事者（薬剤師）  

※  
1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成四年度丁尾－12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  

Ⅰ平日準夜、平E深夜」有日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日ヰのうち、1～2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平E深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平巳深夜、休日日ヰに、専従もしくは兼任lまいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。  

き  

救急医療従事者（放射線技師）  

2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  1．DPC対象患者のラら救急車搬送ありの患者数  

（人）  

（両4）（n）（n㊥ （咋。） ）  
救急医】霊従事者（放射線技師）  

1  Ⅱ  】Ⅱ  Ⅳ  
（n＝474）  （n＝81）  （∩＝68d）  （n＝290）  

救急医撫徒事扇（放射線技師）  

Ⅴ  
（∩＝3g）   

※  
1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度了月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  

Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平巳深夜、休日日中のうち、1～2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。  
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救急医療従事者（臨床検査技師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数   

（人）  

2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合   

Ⅰ  Ⅱ  Ⅱ  Ⅳ  
（n＝㈹2〉   （n＝7さ）  （∩＝801〉   （l戸379）  

救急医痍従事者（臨床検査技師）  

Ⅰ  Ⅱ  Ⅱ  Ⅳ  
（∩ニ402）  （n＝7！け   （ll＝60t）  （lF379）  

救急医療従事者（l温床検壬技師）  

※  
1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  

Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1～2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅲ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。  
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救急医療従事者（臨床工学技師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  

（人）   

2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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Ⅰ  Ⅱ  Ⅱ  】y  V  
（nニ22）   （n＝8）   （n＝】07）  （∩＝828）  （∩三5Tg）  

救急医療従■肴（臨床工学技師）   

（。  （n）（解7）（）  
救急医療徒■者（臨床工学技師）  

※  
1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  

Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1～2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅲ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。  
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診療科の数   

1．診療科の数  

15  

診療科の数  

13  

診療科の数  

3．平日準夜＿専従か兼任ありの診療科数  2．平日準夜＿専従ありの診療科数  

L．－】，轟● さl▲b■＞こ．；ユ．S2王 H三l．引■  
10 t5 ヱ0 25  

平日準夜＿専従か兼任ありの診療科数  ＝I 15  

平日準夜＿専従あ甘の診療科数  

※  
1 平日準夜＿専従ありの診療科教：平日準夜に専従の救急医療従事者がいる診療科数  
2 平日準夜＿専従か兼任ありの診療科数：平日準夜に専従か兼任の救急医療従事者がいる診療科数   



診療科の数  

5．平日深夜＿専従か兼任ありの診療科数  4，平日深夜＿専従ありの診療科数  

ll■■れ■巨L■ 与u．0■れ已1■H1 札芦lきl■  

10 1さ  

平日潔儀＿書従ありの診療科数  
t0  1古  わ  25  

平日深夜＿専従か兼任ありの診】廉科数  

※  
1平日深夜＿専従ありの診療科数‥ 平日深夜に専従の救急医療従事者がいる診療科数  
2 平日深夜＿専従か兼任ありの診療科数：平日深夜に専従か兼任の救急医療従事者がいる診療科数  

診療科の数  

7．休日日中＿専従か兼任ありの診療科数  6．休日日中＿専従ありの診療科数  

H●■叶tl．■i  

St110■≠≒畑■  

H■t．餌  

l0 5  

休日8中＿書従ありの診療科数  
t0 IS 】カ 25  

休日日中＿専従か兼任ありの診療科数  

※  
1 休日日中＿専従ありの診療科数：休日日中に専従の救急医療従事者がいる診療科数  
2 休日日中＿専従か兼任ありの診療科数：休日日中に専従か兼任の救急医療従事者がいる診療科数  
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初期救急患者数  

1，DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合   
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20～ヰ0人  40－・60人  60人以上  
未蕩  未諷   （n＝司㊥  

摘12）  （n＝105）  
初級敷急患者牡  

※ 救急車搬送ありの患者数および救急革搬送ありの患者割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
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ニ次救急患者数  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  

0人  5人未満   5～10人夫漢  
（∩＝58）  （0人を除く）  （n＝34心  

（r戸1，048）  

二次救急患者数  

10人以上  
（IF96）  

5宗  
b） （）  

（∩＝1，04の  

二次救急患者数  

※ 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度了月～12月退院患者調査データより集計した。  

18   



三次救急患者数  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数   2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合   

0人  l人未満 ．1－2人未満  
（n＝702）  （0人を除く）   k183）  

（∩＝538）  

三次救急点者牡  

2人以上  
（n＝14：I）  0人      一人兼5萬   1～2人未済   2人以上 （n＝70カ   （0人を除く）   kl丘3）    k143）  

（作＝536〉  

三次救急患者数  

※ 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
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救急外来におけるトリアージ体制  

1．トリアージ体制の有無  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  
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0％  201  401  68～  80■  

初期救急  
（n＝52）  

二次救急  
（n＝1．200）  

三次救急  
（n＝230）  

その他  
（n＝陀）  

ロトリアージ体制あり  ■トリアージ体制なし   

あり  医師のみ 看護師のみ 医師あり＋  その他       あり   看護師あり  （n＝18〉  

（n＝21）   く∩＝299）  （作＝581）  
救急外凛におけるトリアージ体制  

トリアージ  
体制なし  
（n＝647）  

※  
1 問1の救急医療提供体制を複数選択した施設については、上位の提供体制を用いて集計した。   

（例：初期救急と二次救急を選択した施設は、ニ次救急とする。）  
2 救急車搬送ありの患者数は、平成20年度7月－12月退院患者調査データより集計した。  
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救急外来におけるトリアージ体制  

4．初期救急患者数平均  3，DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  

看護師のみ 医師あり＋  その他   
あり   暑紳あり （一戸柑）   

h＝29g）  （戚l）   
救急外来l＝おけるトリ7■－ジ体制  

トリアージ  
体制なし  
（が＝81丁）  

医師のみ   
あり  

（∩＝之1）  

医師のみ 看護師のみ 医師あり十  その他   
あり  あり   揃あり  （nこ16）  

（∩弓乙1） ▼ （n＝299）  （洋弓61）  
救急クー来におけるトリア」－ジ体制  

トリ7■一ジ  
㈱なし  
（痢ヰ7）  

※  
1 救急車搬送ありの患者割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査デ⊥タより集計した。  
2 初期救急患者数平均は、本調査期間における1施設あたりの初期救急患者数平均。  
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救急外来におけるトリアージ体制  

6．三次救急患者数平均  5．ニ次救急患者数平均  

トリアージ  
体制なし  
（∩＝84丁）  

医師のみ 看護飾のみ 医師あり＋  その他   
あり  あり   看護師あり  （rF16）  

（11＝21）   （n＝299）   囲1）  
救急外来におけるトリアージ体制  

医師のみ 看護師のみ 医師あり＋  その他   
あり  あり   看護師あり  （n＝16）  

（n＝21）  （n＝299）  （n＝561）  
救急外来におけるトリアージ体制  

※ ニ次ならびに三次救急患者数平均は、本調査期間における1施設あたりの二次ならびに三次救急患者数平均。  

2ヱ   



診療ガイドラインを考慮した  

診療体制確保  

之ユ  

医療の標準化を進めるため  
取り組んでいること  

平均在院日数  

どの程度診療ガイドラインを  
重視しているか  

平均在院日数  

。
↑
苧
。
 
 

…
。
T
串
÷
 
 

‥
。
去
丁
 
 

紺
 
酬
 
 皐

 
 

…
皇
丁
 
 

†
苧
8
8
。
 
 

。
占
T
。
 
 

○
 
 
 

平
均
を
院
日
数
 
 

劫
 
 
 
 
 
 
 
。
 
平
均
在
院
日
数
 
 

診療ガイドライン 院内クリニカル 診療ガイドライン   その他  
の利用    バスの利用  の利用十院内  （lFl¢   
（n＝82）  （n弓之丁幻   クリニカル′くスの  

利用  
klヱ00）  

医ホの♯準化を進めるため取り組んでいること  

病院として  診療科の判断に 特に考えては   その他   
推奨  任せている  いない  （∩＝15）  

（n＝896）  （n＝5叫  （n＝43）  

どの程度診膚ガイドラインを重視しているか   

※ 平均在院日数は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
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診療ガイドライン  

行う場合の適否1  
を
 
療
 
診
 
 

＼
 
 

し
 
 

な
 
 

わ
 
沿
 
 

法
 
 

方
 
 

断
 
判
 
 

の
 
 

平均在院日数  

病院が  触の 診療科毎の担当医辞特に決めて その他  
設置する 診療科こカンプアレン（n＝2叫  いない （n＝105）  
委員会  よって：   ス  （h＝70）  

（lF136） 開一鑑される（rF786）  
カンファレン  

ス  
（∩＝2（）幻  

紬ガイドラインにj縫わない診提を行う鳩舎の適否の判断方法   

平均在院日数は、平成加年度丁月～ほ月退院患者調査データより集計した。  

25  

※  

院内でのクリニカルパス利用状況  

28   



患者用クリ与力ルパスの敏  

平均在院日数  

医療者用クリニカルパスの数  

平均在院日数  

一  掛件 －00件 一  
（  

（n＝8之丁〉   （作＝3丁■）  （n＝16刀  
患者用クリニカルバスの数  

1 幻件100件1  
（） 

k乃8）  （∩＝413）  （n＝198）  
医i女着用クリニカルバスの数  

※ 平均在院日数は，平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
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医療者用クリニカルパスの  

対象となった患者割合  

平均在院日数  

患者用クリニカルパスの  

対象となった患者割合  

平均在院日数  

。
。
T
占
丁
。
。
 
 

‥
8
↑
苧
。
。
 
 

。
。
†
白
⊥
。
 
 

…
I
苧
8
 
 

。
I
苧
。
 
 
 

0
0
 
 
0
0
 
 
仲
 
 
 
 
力
 
 
 

平
均
在
腕
日
数
 
 

○
 
 

平
均
在
院
白
数
 
 

2割以上   4割以上   6割以上  
4畜l未満   6割兼；萬  （n＝105）  
h＝579）  （洋弓14）  

2割以上   ヰ割以上   6割以上  
4書，未満   6手l未満  （∩＝113〉  
（∩＝834）  （n＝381）  

（）  
除く）  

（n＝438）  

なし    2寄l未満  
（n＝29）   （なしを  

除く）  

（作＝382）  

医療者用クリニカルバスの対象となった点者割合  生者用クリニカルバスの対象となった患者割合  

※  
1 平均在院日数は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 クリニカルパスの対象となった患者割合は、本調査期間中に入院したDPC対象患者のうち、クリニカルパス対象となった患者割合。   

（クリニカルパスが0件の施設を除く）  

28   
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人員配置とチーム医療  

29  

病棟単位のカンファレンス  診療科単位のカンファレンス  

平均在院8数  平均在院日数   

（耐  （。＝）  k）  （。）  

診療科斗位のカンファレンス  

l  Ⅱ  】Ⅱ  Ⅳ  
（n＝289）  （lFl．醐）  （n＝202〉  （lF13）  

病棟単位のカンファレンス  

※  
1 平均在院日数は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 診療科単位ならびに病棟単位のカンファレンス区分は以下のとおり。  

Ⅰ なし  
Ⅱ 医師、看護師、看護師以外の専門職によるカンファレンスあり  
Ⅲ 
Ⅳ 医師、看護師、看護師以外の専門職によるカンファレンスはないが、医師と看護師以外の専門職によるカンファレンスはあり  
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DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（薬剤師）  

2二後発医薬品使用割合   1．平均在院日数  

朋
 
 
叫
 
○
 
 
 
 
吼
 
 

細
 
 
 
仙
 
 
 
鴻
 
 
 
神
 
0
0
0
▲
U
 
 
 

後
先
医
薬
品
使
用
割
合
 
 
 

0  1）2未5峯  0，2－0．4未満 0．ヰー0．6未満  ○＿8以上  
（n＝13）  （0を除く） （nコ133）  （∩＝30り  （lF3TO）  

（tr＝427）  

DPC暮走病t末あたりの病棟勤務時間（藁網師）  

0  0ヱ未；萬  ○ヱ・－0．4未5萬 0▼4－・0．6兼…萬  0＿6以上  
（n＝13）   （0を除く） （細）  （作＝301）  （n＝a70〉        （∩＝427）  

DP¢算定病一夫あたりの病棟勤♯時間（藁荊師）  

※  
1 平均在院日数ならびに後発医薬品使用割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 DPC算定病床卒たりの病棟勤務時間＝本調査期間中における、常勤および非常勤職員の延べ病棟勤務時間／DPC算定病床数  
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DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（薬剤師）   

占．ヵルバペネム系等の抗生物質を投与した患者割合   4．薬剤管理指導料算定割合  

0
 
 
 
 
 
 
朝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 
 

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 〇
． 
 

仇
 
 
 

〇
 
 

0
0
 
 

叩
 
 

側
 
 

組
 
 

○
 
 

鵬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
札
 

薬
剤
管
理
指
導
料
算
定
割
合
 
 
 

0  0．2未満  0．2～0．4未満 0．4～0．6未満  0．6以上  
（n＝13）  （0を除く） （n＝433）  （∩＝301）  （n＝37q）  

（一戸427）  

DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（薬剤師）  

0  0．2未満  0．2～0．4未満 0．ヰー0＿6未着  0．6以上  
（n＝13）   

（0を除く）  

（げヰユ3）  （揮＝301〉  （ー戸370）  

DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（薬剤師）  

※
1
 
2
 
 

カルバペネム系等の抗生物質を投与した患者割合ならびに薬剤管理指導料算定割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
カルバぺネム系等の抗生物質を投与した患者割合とは、抗生物質を投与した患者のうち、カルバペネム系またlま第4世代セフ工ム系の抗生物質  

を投与した患者の割合。  
DPC算定病床あたりの病棟勤務時間：本調査期間中における、常勤および非常勤職員の延べ病棟勤務時間／DPC算定病床数                                                        32  
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DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（管理栄養士）  

2，入院栄養食事指導料算定割合   1．平均在院日数  

0■ 吼8  
刀 

（∩＝1，124）  （n＝24ヰ）   k77）  
DPC算定痛床あたりの病隷tb裳時間（管理栄養士）  

0  0＿2兼蕩、  α2r－0．ヰ   0＿▲－0．¢   0．8以上  
（n＝17）  （0を除く）  未満 未満－   （痢  

（n＝り24）  く∩＝24伯   （n＝丁7）  
DPC算定病床あたりの鍬勤榊（管理朱霊士）  

※  
1 平均在院日数ならびに入院栄養食事指導料算定割合は、平成20年度7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 DPC算定病床あたりの病棟勤務時間：本調査期間中における、常勤および非常勤職員の延べ病棟勤務時間／DPC算定病床数  

33  

病棟での勤務状況  
（薬剤師）  

DPC算定病床数  

DPC算定病床あたりの  
病棟勤務時間（社会福祉士）  

平均在院日数  

（日）  

仲
 
 

平
均
在
院
日
数
 
 

†
占
丁
茎
 
 

⊥
冒
 
 
 

なL    2割未5萬  2割以上6割 6剖以上10書110割の磯貝  
k19）  のみ  未満の職員が未満の職員が  がいる  

（n＝263）  いる  いる   （n＝140）  
（rl＝66＄）  （n＝4ヰ1）  

病棟での勤務状況（薬剤師）  

0  0＿2兼業  0ヱ～D．4未満 0．4－0．6未満  0＿6以上  
（n＝246） （0を除く） （∩＝275） （∩＝105）  k78）  

（n＝848）  

DPC算定病床あたりの痍棟勤務時間（社会福祉士）  

※  
1  

2  

3  

4  

平均在院日数は、平成20年度丁月－12月退院患者調査データより集計した。  
DPC算定病床数は、平成21年7月時点の病床数。  
DPC算定病床あたりの病棟勤務時間：本調査期間中における、常勤および非常勤職員の延べ病棟勤務時間／DPC算定病床数  
病棟での勤務状況とは、常勤職員のうち、病棟に勤務している職員について、本調査期間中の病棟での勤務状況。  
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病棟での勤務状況  
（管理栄養士）  

DPC算定病床数  

病棟での勤務状況  
（社会福祉士）  

DPC算定病床数  

D
P
O
算
定
病
床
数
 
 

2 10員  
（）  

（解叫7丁）  いる  いる   （n＝■刀  
（n＝74ヰ）  （n＝223）  

病棟での勤務状況（管理栄養士）  

なし  2割未満のみ 2割以上6割 ¢封以上10割10前の職且  
（lF3か  （n＝174） 未満のヰ且が未満の職且が  がいる  

いる  いる    （n＝¢5〉  
（n＝ぢ18）  （n三402）  

病棟での勤務状況（社会福祉士）  

※  
1 DPC算定病床数は、平成21年7月時点の病床数。  
2 病棟での勤務状況とは、常勤職員のうち、病棟に勤務している職員について、本調査期間中の病棟での勤務状況。  
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